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県西地域活性化プロジェクト（改定案）について

これまでの経緯

第16回県西地域活性化推進協議会（R5.11.13）
・県西地域活性化プロジェクト（改定素案）について協議

１

協議会やパブリック・コメント、県議会での議論などを
県西地域活性化プロジェクト（改定案）に反映

・令和５年第３回県議会定例会へ改定素案を報告

・パブリック・コメント（かながわ県民意見反映手続）
※令和５年12月14日～令和６年１月12日に実施

・令和６年第１回県議会例例会へ改定案を報告



２

前回協議した内容

プロジェクトの方向性
（１）めざすすがた

かながわ県西での“心地よい”くらし
～つながり×未病改善のライフスタイル～

地域でのつながりや、地域資源を生かした未病改善による
心地よいくらしの実現をめざし、地域の活性化を推進する取組み
を実施



３

前回協議した内容

プロジェクトの方向性
（2）取組みの重点

移住・定住の更なる促進

交流事業などによる関係人口の創出、
周遊促進などによる交流人口の増加

未病改善の取組み

社会増の流れを後押し



パブリック・コメントの結果

意見総数：３６件

４

以前住んでいた都内と比較して、生活のリズムがゆったりとし
てとても気にいっている。便利さだけを追求せず、その土地の
良さを生かして地域を盛り上げてほしい。

バスの減便や高齢化で地域の交流が少なくなってきているので、観
光客を増やしたり、若い人を地域に呼び込んだり、地域の人が交流
できる機会を作ったりすることが必要だと感じている。

足柄上郡・下郡は、箱根や小田原だけでなく他にも素晴らしいところが多
いので、たくさんの人に訪れてもらいたい。まだまだ良さを知られていな
いので、県内だけでなく、県外の人にもプロモーションしていってほしい。

都会に住む子育て世帯の中でも、「子供は自然のあるところで育
てたい」と思っている人も多いと思うので、子育ての取組みを進め
ていくことも、少子化の今、大事なことではないか。

（主な意見）



５

改定素案から改定案への主な変更点

プロジェクトの指標（13ページ）

プロジェクトの指標：本プロジェクトの政策の達成度合いを一定の期間を
単位として検証するためのもの

・最新の統計数値を踏まえ、目標値を上向きに修正
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６

改定素案から改定案への主な変更点

プロジェクトのＫＰＩ（13ページ）

ＫＰＩ：Key Performance Indicator (重要業績評価指標)の略称。実施した施策・事
業の進捗状況や効果を検証する際に、達成の度合いを測るために設定する指標

・取組みの重点などを踏まえ項目・目標値を設定

ＫＰＩ

実績値 目標値

県及び市町への移住相談件数（※）
1,812件

（2022年度）
2,400件

（2026年度）

地域資源を活用した交流事業の参加人数
9,579人

（2022年度）
23,000人
（2026年度）

県西地域２市８町の入込観光客数
3,315万人
（2022年）

3,587万人
（2026年）

※ 移住セミナーや移住ツアー、お試し移住等への参加者数（１人を１件としてカウント）を含む。



７

改定素案から改定案への主な変更点

個別プロジェクト（15～26ページ）

１ 移住・定住の更なる促進強化
「地域への愛着を高める取組み」（地域の中高生が地域課題

の解決に取り組むワークショップの開催）

・想定される主な取組み

７ 地域のオンリーワンの魅力の活用・発信
「スポーツツーリズムの推進」（地域の豊かな自然環境を生

かしたサイクルツーリズムなどの推進）

４ 多様な働き方ができる地域づくり
「２拠点生活の促進」（２拠点生活のモニター事業の実施）

など

県や市町の事業予定を踏まえ、追加



８

個別プロジェクトの内容（15～26ページ）

・４つの分野を柱に据えて、12の個別プロジェクトに取り組む

柱 個別プロジェクト

柱１ 住む １ 移住・定住の更なる促進強化

２ 未病改善の拠点活用・実践の促進

３ 持続可能な循環型の地域づくり

柱２ 働く・楽しむ ４ 多様な働き方ができる地域づくり

５ 地域の魅力を生かした仕事の創出

６ くらしを支える仕事と産業の基盤づくり

７ 地域のオンリーワンの魅力の活用・発信

柱３ 育む・学ぶ ８ 次の世代につながる環境の整備

９ 地域資源を活用した多様な学びの提供

柱４ つながる 10 人のつながりを生かした交流の推進・課題への対応

11 移動の利便性向上・周遊促進による地域のつながり強化

12 交通ネットワークの整備・活用の推進



９

個別プロジェクトの内容（15～26ページ）

柱１ 住む

１ 移住・定住の更なる促進強化

【プロジェクトのねらい】
○ 移住相談やお試し移住などを通じた移住者の増加
○ 県西地域の住みやすさの向上

【想定される主な取組み】
・移住相談対応の充実
移住コンシェルジュ（現地相談員）の設置など

・お試し移住の実施
・地域プロモーションの実施
インフルエンサーによる地域のPRの実施など

・空き家の利活用
空き家の実態調査や空き家バンクへの登録促進など

・地域への愛着を高める取組みの実施
地域の中高生向けワークショップの実施など

移住・定住ガイドブック（松田町）

お試し移住用住宅「cotoha（ことは）」
（箱根町）



１０

個別プロジェクトの内容（15～26ページ）

２ 未病改善の拠点活用・実践の促進

【プロジェクトのねらい】
○ 拠点を活用した未病改善の取組みの普及
○ 未病改善の実践の更なる普及・定着

【想定される主な取組み】
・未病バレー「ビオトピア」の活用の推進
親子向けイベント・未病改善レッスンの開催など

・未病センターの充実
・地域資源等を活用した未病改善の実践
未病いやしの里の駅の取組みなど

・企業等と連携した未病改善の推進
未病産業研究会や未病関連商品の実証事業の支援など

・「マイME-BYOカルテ」の活用の推進
スマートフォンアプリ「マイME-BYOカルテ」の運用

・活用推進

me-byoエクスプラザ

未病センター
・なかい健康づくりステーション
（中井町）

柱１ 住む



１１

個別プロジェクトの内容（15～26ページ）

３ 持続可能な循環型の地域づくり

【プロジェクトのねらい】
○ 再生可能エネルギーの導入促進・利用拡大
○ 脱炭素型ライフスタイルへの転換

【想定される主な取組み】
・再生可能エネルギーの導入促進・利用拡大
太陽光発電などの導入への支援など

・省エネルギー対策の促進
企業の省エネ設備導入や既存住宅の省エネ改修への支援

など

・脱炭素型ライフスタイルへの転換の促進
電気自動車（EV）の普及促進や若年層への教育活動など
・廃棄物の適正処理及びリサイクルの推進
美化活動・不法投棄監視活動の実施など

県立小田原養護学校湯河原校舎

松田町立松田小学校（松田町）
〔太陽光発電システム設置〕

柱１ 住む



１２

個別プロジェクトの内容（15～26ページ）

柱２ 働く・楽しむ

４ 多様な働き方ができる地域づくり

【プロジェクトのねらい】
○ 多様な働き方に対応できる環境の充実
○ 多様な働き方の定着

【想定される主な取組み】
・サテライトオフィスや起業拠点等の充実
企業のサテライトオフィス設置への支援、コワーキング
スペース・起業拠点の運営など

・多様な働き方への対応
企業のテレワークの推進やICTの活用に関する支援など

・２拠点生活の促進
２拠点生活モデル事業の実施、地域住民との交流機会の
提供など

・開成駅周辺の土地区画整理に伴う働く場などの
創出

いこいの森でのワーケーション
（小田原市）

コワーキングスペース
「コミュニティ真鶴」（真鶴町）



１３

個別プロジェクトの内容（15～26ページ）

５ 地域の魅力を生かした仕事の創出

【プロジェクトのねらい】
○ 農林水産業の担い手の確保
○ 地域の農水産物の販路拡大

【想定される主な取組み】
・農林水産業の担い手育成・支援
農業体験研修や林業の就労希望者向け研修、漁業就業

セミナーの開催など

・海業（うみぎょう）の推進
地域の水産物、海、漁村の魅力を発掘して、新たな経済的

資源として活用する「海業」の推進（ビジネスモデルの創出）

・有害鳥獣への対応とジビエの販路拡大に向けた
仕組みの構築
試食会の開催などを通じた、ジビエ加工処理者（猟友会）と
消費者（飲食店組合等）とのマッチングの実施

ジビエ処理加工施設
「あしがらジビエ工房」（松田町）

マアジ

柱２ 働く・楽しむ



１４

個別プロジェクトの内容（15～26ページ）

６ くらしを支える仕事と産業の基盤づくり

【プロジェクトのねらい】
○ 企業の誘致や地域での起業の実現
○ 地域産業の基盤整備やブランド力の強化

【想定される主な取組み】
・企業立地の促進
企業誘致施策（セレクト神奈川NEXT）など

・起業の実現に向けたプログラムの提供
起業支援拠点における実践的な支援プログラムの提供など

・漁港施設の長寿命化や農地などの整備促進
小田原漁港海岸の整備など

・特産品ブランドの開発・販売促進
特産品の開発支援・PRなど

Work Place Market
ARUYO ODAWARA（小田原市）

足柄産業集積ビレッジ
（南足柄市・開成町）

柱２ 働く・楽しむ



１５

個別プロジェクトの内容（15～26ページ）

７ 地域のオンリーワンの魅力の活用・発信

【プロジェクトのねらい】
○ 観光資源の魅力向上による観光客の増加
○ 様々な観光資源・地域資源を活用した誘客の推進

【想定される主な取組み】
・観光資源の更なる魅力向上・情報発信
観光コンテンツの磨き上げ支援、広報など

・観光資源を活用したイベントの開催
謎解き型の宝探しや漁業体験ができるフェアの開催など

・箱根ジオパークの推進
ツアーや動画を活用したプロモーションの実施など

・スポーツツーリズムの推進
サイクルツーリズムの推進など

大涌谷（箱根町）

あしがり郷 瀬戸屋敷（開成町）

柱２ 働く・楽しむ



１６

個別プロジェクトの内容（15～26ページ）

柱３ 育む・学ぶ

８ 次の世代につながる環境の整備

【プロジェクトのねらい】
○ 子育て世帯・新婚世帯への支援の充実
○ 安心して子育てができる施設の確保

【想定される主な取組み】
・子育て世帯・新婚世帯への支援
子育て世帯へのカタログギフトの贈呈や新婚世帯への
住居費の支援など

・安心して子育てができる施設の整備
公園遊具の充実など

・保育所や放課後児童クラブなどへの支援
保育所や放課後児童クラブなどの運営を行う市町への
（県からの）支援

新生児ゆめおおい
ギフト事業（大井町）

南足柄市子育て支援拠点施設
にこっと



１７

個別プロジェクトの内容（15～26ページ）

９ 地域資源を活用した多様な学びの提供

【プロジェクトのねらい】
○ 地域への理解の深まり
○ 学びの機会を通じたつながりの創出

【想定される主な取組み】
・地域について知る・学ぶ機会の提供
郷土資料館の収蔵品のデジタル化や特別展の開催など

・地域の特色を生かした交流
お囃子（はやし）、狂言の体験教室の開催など

・地域の多様な主体による青少年文化・スポー
ツ活動の推進
企業などによる青少年文化・スポーツ活動への協働の

推進など

文化財めぐりウォーキング（中井町）

水源地域と都市地域の
体験交流事業（山北町）

柱３ 育む・学ぶ



１８

個別プロジェクトの内容（15～26ページ）

柱４ つながる

10 人のつながりを生かした交流の推進・課題への対応

【プロジェクトのねらい】
○ 多世代・多様な主体による交流の活性化
○ デジタル技術を活用した地域づくりや課題解決

【想定される主な取組み】
・多世代が交流する拠点の運営
・多様な主体によるつながりの形成
企業・NPO・大学の協働・連携のきっかけを見つけるための
パートナーシップミーティングの開催など

・デジタル技術の活用による地域づくりの推進
オンライン上で住民同士が交流できる仕組みの構築など

・コミュニティの再生・活性化の促進
企業・NPO・団体などと連携した交流の機会や場の提供

・国際交流体制の構築
・水源地域の魅力を発信する人々への支援

ゆがわらっことつくる
多世代の居場所（湯河原町）

企業・NPO・大学
パートナーシップミーティング



１９

個別プロジェクトの内容（15～26ページ）

11 移動の利便性向上・周遊促進による地域のつながり強化

【プロジェクトのねらい】
○ 地域内の移動の利便性向上
○ 周遊促進による人流の活発化

【想定される主な取組み】
・脱炭素モビリティの導入等による交通利便性の
向上
小型電気自動車・電動キックボードの導入支援や

自走式ロープウェイの技術的な側面からの研究

・地域公共交通の確保
観光回遊バスやオンデマンドバスの運行、

地域のニーズに応じた神奈川版ライドシェアの検討

・地域資源を活用した周遊促進
広域案内板の設置や海洋ツーリズムの取組みの実施

AIオンデマンドバス「のるーと足柄」
（松田町）

小田原宿観光回遊バス
うめまる号（小田原市）

柱４ つながる



２０

個別プロジェクトの内容（15～26ページ）

【プロジェクトのねらい】
○ 道路等の整備によるスムーズな移動の実現
○ 観光地を巡る手段としての自転車の活用

【想定される主な取組み】
・新東名高速道路及び都市計画道路等の整備
（仮称）山北スマートインターチェンジや都市計画道路、

広域農道の整備、伊豆湘南道路の計画づくり

・新松田駅周辺の整備
・サイクリングを楽しむ環境の整備
サイクルルートマップの情報発信・活用の促進など

12 交通ネットワークの整備・活用の推進

サイクリングのルートマップ(県）

建設中の新東名高速道路（山北町）
（令和９年度開通予定）

柱４ つながる



２１

プロジェクトの推進について

プロジェクトの推進につきまして、

皆様の御協力をよろしくお願いします。


